
- 47 -

令和２年由仁町議会第３回定例会 第２号

令和２年９月２５日（金）

〇議事日程

１ 会議録署名議員の指名

２ 決 算 審 査 令和元年度由仁町各会計歳入歳出決算の認定について

特 別 委 員 会

報告第 １号

（認定第１号）

３ 決 算 審 査 令和元年度由仁町水道事業会計決算の認定について

特 別 委 員 会

報告第 ２号

（認定第２号）

４ 意見書案 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対

第１号 し地方税財源の確保を求める意見書の提出について

５ 意見書案 「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義務教

第２号 育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の超勤・多

忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書の提出につい

て

６ 意見書案 国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書の提出について

第３号

７ 意見書案 種苗法改正案の慎重な審議を求める意見書の提出について

第４号

８ 議会運営委員会の閉会中の審査について

〇出席議員（１０名）

議長１０番 熊 林 和 男 君 副議長 ９番 後 藤 篤 人 君

１番 大 畠 敏 弘 君 ２番 加 藤 重 夫 君

３番 早 坂 寿 博 君 ４番 羽 賀 直 文 君

５番 浮 田 孝 雄 君 ６番 平 中 利 昌 君

７番 大 竹 登 君 ８番 佐 藤 英 司 君

〇欠席議員（０名）



- 48 -

〇出席説明員

町 長 松 村 諭 君

副 町 長 田 中 利 行 君

教 育 長 田 中 宣 行 君

代 表 監 査 委 員 吉 田 弘 幸 君

総 務 課 長 野 島 健 君

地 域 活 性 課 長 菊 地 和 夫 君

住 民 課 長 中 島 哲 君

産 業 振 興 課 長 納 口 浩 昭 君

保 健 福 祉 課 長 中 道 康 彦 君

建 設 水 道 課 長 岩 花 司 君

会 計 管 理 者 山 影 寿 幸 君

町 立 診 療 所 事 務 長 安 達 智 君

教 育 課 長 泉 陵 平 君

農 業 委 員 会 事 務 局 長 川原田 直 人 君

〇出席事務局職員

局 長 河 合 高 弘 君

主 査 濱 道 義 継 君

主 事 清 水 香葉子 君



- 49 -

◎開議 午前 ９時３０分

◎開議の宣告

〇議長（熊林和男君） 由仁町議会第３回定例会２日目、ただいまの出席議員は全員出席

です。

よって、本日の会議は成立いたしましたので、これから会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

〇議長（熊林和男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、９番 後藤君、１番 大畠君

を指名いたします。

◎日程第２ 決算審査特別委員会報告第１号及び日程第３ 決算審査特別委員会

報告第２号

〇議長（熊林和男君） お諮りいたします。

日程第２、決算審査特別委員会報告第１号及び日程第３、決算審査特別委員会報告第２

号までの令和元年度由仁町各会計決算認定については、会議規則第３７条の規定により一

括議題として審議したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、一括議題とすることに決定をいたしました。

日程第２、決算審査特別委員会報告第１号 認定第１号 令和元年度由仁町各会計歳入

歳出決算の認定について、日程第３、決算審査特別委員会報告第２号 認定第２号 令和

元年度由仁町水道事業会計決算の認定についてを一括議題といたします。

本認定につきましては、決算審査特別委員会の審査が終了しておりますので、委員長の

報告を求めます。

決算審査特別委員会委員長

〇４番（羽賀直文君） 決算審査特別委員会報告について。

本特別委員会は、令和２年９月１７日開会の第３回定例会において審査を付託されまし

た次の議案について、その審査の全てを終了いたしましたので、由仁町議会会議規則第７

７条の規定により報告します。

認定第１号 令和元年度由仁町各会計歳入歳出決算の認定について。

認定第２号 令和元年度由仁町水道事業会計決算の認定について。

上記につきまして認定するものであります。

内容について報告いたします。

本定例会に上程された認定第１号及び認定第２号については、会期中の審査として付託
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されたことから、決算審査特別委員会を開会し、９月１８日、２３日の２日間で審査を行

いました。

審査につきましては、１、歳入の確保とその成果について。２、予算議決の趣旨に沿い、

執行に当たっては議決どおり忠実、公平、適法に、しかも効果的に行われたか。

この２点に重点を置き、各担当職員から決算書及び実績報告書の内容説明を求め、審査

を実施したところであります。

これから申し上げます各会計の審査状況につきましては概要説明とさせていただき、詳

細については配付しています報告書によりご確認願います。まず、認定第１号、由仁町一

般会計についてであります。令和元年度の歳入合計は、前年度から５．０％減の５２億１，

０９６万円となりました。歳出では、前年度に発生した台風第２１号及び北海道胆振東部

地震に伴う災害復旧事業の実施により災害復旧費が前年比１４６．９％と大幅に増加した

一方で公債費や維持補修費の減少により、歳出合計では前年度比５．６％減の５０億８，

９１９万円となりました。水道事業会計をはじめとした特別会計への繰出金などが前年に

引き続き高く、歳出総額の２２．１％を占めている状況を確認しました。また、経常収支

比率や実質公債費比率などの財政指標については前年度から改善が見られるものの数値は

高く、厳しい財政運営を表しており、財政の硬直化が見受けられます。現在の状況から当

面は数値の大幅な改善は期待できない状況であると考えられますが、各種事業の見直し、

事業等の精査による財源確保、経費節減を強く望むものであります。

次に、由仁町国民健康保険事業特別会計についてであります。歳入では、賦課方式を北

海道が示す方式に見直したことや所得割の税率改正などにより減少となり、前年度から２．

８％減の総額で１０億１９７万円となりました。歳出では、保険給付費や保健事業費が増

額となり、前年度から０．３％増の総額９億６，３２９万円となりました。保健事業にお

いては、健全な運営の取組が評価される保険者努力支援制度において道内１７９市町村中

６位、全国でも１，７４１市町村中３０位と高い評価であり、これにより北海道から交付

金を受けております。また、特定健診の受診率においても新型コロナウイルス感染症の影

響で年度末の受診勧奨を自粛したことにより前年度より受診率は減少したものの６０％以

上の受診率を維持しており、職員の努力の成果が見られます。今後も疾病予防啓発による

町民の健康増進と医療費の抑制を期待します。

次に、由仁町農業集落排水事業特別会計についてであります。使用料の徴収については、

現年分の収納率は９９．６％と本年度も非常に高い収納率となっており、徴収体制など職

員の努力の跡がうかがえます。歳出では、工事請負費の減により前年比５．２％減の３億

５，０５５万円となっています。各地区の人口を基にした接続状況は、接続率が全体で０．

１％の減となっており、今後は接続率上昇に向けた努力を強く望みます。

次に、由仁町介護保険事業特別会計についてであります。歳入では、令和元年１０月の

消費税引上げに伴う第１から第３段階の被保険者に対する保険料の軽減を行ったことから、

前年比２．７％減の１億２，６６５万円となりました。収納率は９９．６％と高い水準に

なっています。サービス利用実績については、介護給付及び総合事業を合わせ前年度と比

較して１，５３５件の増、事業費は１，２０９万円の増となっています。平成３０年度か
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ら始まりました高齢者保健福祉計画、第７期介護保険事業計画の第２年度目でありました

が、計画に基づき事業の円滑な運営が確認できました。今後も計画的な遂行を期待します。

次に、由仁町後期高齢者医療特別会計についてであります。歳入総額は前年比２．４％

増の９，３８７万円、歳出総額は前年比２．３％増の９，３５３万円となりました。保険

料収納率は９９．９％と高い水準を維持しており、日頃の徴収努力がうかがえます。

次に、国民健康保険由仁町立診療所特別会計についてであります。歳入では総額４億３，

９２８万円となり、歳出では総額４億３，９１４万円となりました。入院においては、病

床稼働率６３．２％と前年度から９．４％減となりましたが、外来では１日平均５４．７

人、訪問診療の患者数が１日平均６．９人、全体で６１．６人と前年度から８．４人増と

なり、患者数が回復してきています。医療職で内科医１人、理学療養士１人を採用し、介

護保険制度に基づく居宅療養管理指導は前年度から１９８．０％増の５９０回、訪問リハ

ビリテーション事業は２２２．１％増の１，６８８回と非常に精力的な事業を行っており

ます。新型コロナウイルス感染症対策として、外来における電話再診の実施、病室の換気

扇取付けなど感染症対策には細心の注意、対応を行っていることが確認できました。取組

の事業が町民に定着しつつあることから、患者確保に結びつき、採算の取れる診療所運営

を期待します。

最後に、由仁町介護老人保健施設事業特別会計についてであります。令和元年度の介護

老人保健施設事業特別会計の決算は歳入総額１億１，０１６万円、歳出総額は１億１，０

０９万円となりました。利用者数が施設の定員２９人に対し、１日平均入所者数は１２．

６人となっており、前年度より１．７人の増となっていることから、稼働率の改善に向け

た取組が確認できます。引き続き関係機関と連携を密にし、利用者数確保に向けた取組を

望みます。

続きまして、認定第２号、由仁町水道事業会計決算についてであります。令和元年度末

の給水人口は４，９７８人で、前年度に比べ１３２人の減となり、給水人口が総人口に占

める割合は９９．１％となっています。水道料金の徴収については、現年分では９９．６

％と高収納率となりました。総収益は５億１７３万円、総費用は４億８，３１３万円で、

当年度純利益は１，８６０万円となっております。施設投資に要した企業債の償還により

一般会計から多額の繰入れが必要な収支状況等は前年度から改善していないことから、由

仁町水道事業経営戦略に基づき収益の確保や経費削減による経営改善を進め、独立採算を

原則とした公営企業の立場で計画的な運営に努力するよう強く望みます。

以上、審査の概要を申し述べましたが、結果としては認定第１号及び認定第２号につい

ては本委員会としては認定すべきと結審し、本委員会の審査報告とします。

〇議長（熊林和男君） 決算審査特別委員会委員長の報告が終わりましたので、これから

質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇議長（熊林和男君） 質疑はないものと認めます。

討論はないものと思いますので、直ちに採決を行いたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

これから順次採決を行います。

この採決は起立によって行います。

決算審査特別委員会報告第１号 認定第１号 令和元年度由仁町各会計歳入歳出決算の

認定について、委員長報告は認定とするものです。委員長の報告のとおり認定することに

賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

〇議長（熊林和男君） 起立全員であります。

よって、本決算については認定することに決定をいたしました。

決算審査特別委員会報告第２号 認定第２号 令和元年度由仁町水道事業会計決算の認

定について、委員長報告は認定とするものです。委員長の報告のとおり認定することに賛

成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

〇議長（熊林和男君） 起立全員であります。

よって、本決算については認定することに決定をいたしました。

◎日程第４ 意見書案第１号

〇議長（熊林和男君） 日程第４、意見書案第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に

伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出についてを議題

といたします。

事務局長に意見書の提出について朗読させます。

〇事務局長（河合高弘君） 意見書案第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地

方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書。

地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。

令和２年９月１７日提出。提出者、由仁町議会議員、羽賀直文、賛成者、由仁町議会議

員、大竹登。

内容につきましては、別紙のとおりですので、朗読を省略します。
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〇議長（熊林和男君） お諮りいたします。

この意見書案第１号につきましては、ただいまの朗読でお分かりのことと思いますので、

会議規則第３９条第２項の規定によって、提案理由の説明及び質疑、討論を省略して、直

ちに採決を行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） これから採決を行います。

意見書案第１号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書の提出については、原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第５ 意見書案第２号

〇議長（熊林和男君） 日程第５、意見書案第２号 「子どもの貧困」解消など教育予算

確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の

超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書の提出についてを議題とい

たします。

事務局長に意見書の提出について朗読させます。

〇事務局長（河合高弘君） 意見書案第２号 「子どもの貧困」解消など教育予算確保・

拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の超勤・

多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書の提出について。

地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。

令和２年９月１７日提出。提出者、由仁町議会議員、羽賀直文、賛成者、由仁町議会議

員、大竹登。

内容につきましては、別紙のとおりですので、朗読を省略いたします。

〇議長（熊林和男君） お諮りいたします。

この意見書案第２号につきましては、ただいまの朗読でお分かりのことと思いますので、

会議規則第３９条第２項の規定によって、提案理由の説明及び質疑、討論を省略して、直

ちに採決を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）
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〇議長（熊林和男君） これから採決を行います。

意見書案第２号 「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、義務教育

費国庫負担制度堅持・負担率１／２への復元、教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下

学級」の実現に向けた意見書の提出については、原案のとおり決することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第６ 意見書案第３号

〇議長（熊林和男君） 日程第６、意見書案第３号 国土強靱化に資する道路の整備等に

関する意見書の提出についてを議題といたします。

事務局長に意見書の提出について朗読させます。

〇事務局長（河合高弘君） 意見書案第３号 国土強靱化に資する道路の整備等に関する

意見書。

地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。

令和２年９月１７日提出。提出者、由仁町議会議員、大竹登、賛成者、由仁町議会議員、

羽賀直文。

内容につきましては、別紙のとおりですので、朗読を省略いたします。

〇議長（熊林和男君） お諮りいたします。

この意見書案第３号につきましては、ただいまの朗読でお分かりのことと思いますので、

会議規則第３９条第２項の規定によって、提案理由の説明及び質疑、討論を省略し、直ち

に採決を行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） これから採決を行います。

意見書案第３号 国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書の提出については、

原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。
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◎日程第７ 意見書案第４号

〇議長（熊林和男君） 日程第７、意見書案第４号 種苗法改正案の慎重な審議を求める

意見書の提出についてを議題といたします。

事務局長に意見書の提出について朗読させます。

〇事務局長（河合高弘君） 意見書案第４号 種苗法改正案の慎重な審議を求める意見書。

地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。

令和２年９月１７日提出。提出者、由仁町議会議員、大竹登、賛成者、由仁町議会議員、

羽賀直文。

内容につきましては、別紙のとおりですので、朗読を省略いたします。

〇議長（熊林和男君） お諮りいたします。

この意見書案第４号につきましては、ただいまの朗読でお分かりのことと思いますので、

会議規則第３９条第２項の規定によって、提案理由の説明及び質疑、討論を省略して、直

ちに採決を行いたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） これから採決を行います。

意見書案第４号 種苗法改正案の慎重な審議を求める意見書の提出については、原案の

とおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第８ 議会運営委員会の閉会中の審査について

〇議長（熊林和男君） 日程第８、議会運営委員会の閉会中の審査についてを議題といた

します。

議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付したとおり閉会

中の審査の申出がありました。

お諮りいたします。委員長から申出のとおり閉会中の審査に付することにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

〇議長（熊林和男君） ご異議なしと認めます。

よって、委員長から申出のとおり閉会中の審査に付することに決定をいたしました。
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◎閉会の宣告

〇議長（熊林和男君） これで本日の日程は全部終了いたしました。

令和２年由仁町議会第３回定例会を閉会いたします。

ご苦労さまでした。

◎閉会 午前 ９時５５分
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